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心に響く人生の匠たち
「千人回峰」というタイトルは、比叡山の峰々
を千日かけて駆け巡り、悟りを開く天台宗の荒
行「千日回峰」から拝借したものです。千人の
方々とお会いして、その哲学・行動の深淵に
触れたいと願い、この連載を続けています。
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荒井哲朗
Tetsuro Arai

取れましたか。

荒井　子どもだから、そこのところは問題ありま

せんでした。先生が「日本にはフジヤマがある」

と言ったので「それはフジヤマではなくフジサン

と読むんです」と返したら、えらく感心されました

ね。

　でも、帰国したら漢字が全然できなくて、塾に

通わされて一生懸命勉強したところ、6年生で特

進クラスに上がって中学受験を勧められました。

奥田　才能が開花した感じですね。

荒井　ところが受験には失敗して、地元の中学に

進みました。そういう経緯もあり、部活のサッカ

奥田　自然の中で、すくすくと育ったのですね。

荒井　でも、父の仕事の関係で小学校3年生から

4年生にかけて、1年ほどフランスで生活している

んですよ。

奥田　荒井少年にとって、フランスの生活はどん

なものでしたか。

荒井　人格形成の途上で異文化に触れたわけで

すが、鏡で自分の顔を見て周りの人と違うことに

衝撃を受けました。弟はそうでもないと思ったの

ですが、自分の顔だけが醜いと感じたのですね。

奥田　それだけ、感受性が豊かな時期だったの

でしょうね。それでコミュニケーションはうまく

奥田　荒井さんのご出身は京都とうかがいまし

た。どんな少年時代を送られたのでしょうか。

荒井　私が生まれ育ったのは、京都でもだいぶ田

舎の大山崎町というところで、ウイスキーでは有

名な土地ですが、周囲は山ばかりでした。だから

小学生のときは、野山を駆け巡って昆虫を探すよ

うな遊びばかりしていましたね。ちょっとやんち

ゃなタイプでしたが、まだ可愛かったと思います。

若者はやっぱり
東京に行かなあかん

自らの思いを表現できない人の
代弁をすることが
自分にとっての表現行為となった
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【東京・日比谷発】今回ご登場いただいた弁護士の荒井哲朗さんは、実は私の書籍編集者時代にお世話に
なった著者である。ずいぶん長い間ご無沙汰していたにもかかわらず、ありがたいことに連絡を入れたら
すぐにご返信いただいた。今回、久々にお会いしたら、ずいぶん日焼けされている。その理由は海釣り。
コラムでも少し触れているが、「週休2日だから毎週2日海に出る」とのこと。何事も徹底的にやるのだ。
� （本紙主幹・奥田芳恵）
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ものを使う人がいますものを使う人がいます

ものを売る人がいますものを売る人がいます

ものをつくる人がいますものをつくる人がいます
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その意（おもい）が新しいものを生みますその意（おもい）が新しいものを生みます
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すべての人の心が豊かになることを願っていますすべての人の心が豊かになることを願っています
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BCNは「ものづくりの環」を支えBCNは「ものづくりの環」を支え
育むメディア企業です育むメディア企業です

※この記事は、BCN+Rの「千人回峰（対談連載）」で公開中です。
https://www.bcnretail.com/hitoarite/

http://www.bcn . co. jp/

ーの練習を終えてから、塾にも通っていたのです。

奥田　その甲斐あって、トップクラスの進学校に

進まれたのですね。

荒井　ただ、高校では1秒も勉強しませんでした。

大学に行く必要もないと思っていたんです。しか

し、田舎育ちということもあって「若者はやっぱ

り東京に行かなあかん」と思い、高校3年の夏休

み明けから猛然と勉強に励んで、なんとか早稲田

大学に合格しました。

奥田　ご出身は、法学部ではなく政治経済学部

なんですね。

荒井　学部はどこでもよかったんです。東京に出

て、親から仕送りをしてもらうためには、それな

りの大学に受からなければならないという思いし

かありませんでした。

　だから、大学まで歩いてすぐの神田川沿いのア

パートに住んでいたものの、大学にはまったく足

を向けず、六本木や下北沢などで遊んでいました。

飲食店などでよくバイトをしていましたが、バッ

クパッカーがはやった頃で、稼いだお金でインド

や東南アジアを旅したりもしました。それで早く

も、1年目で留年確定です。

奥田　まだ、将来のことは考えていなかったので

しょうか。

荒井　どんな職業に就きたいという具体的な思い

はなく、漠然と「表現行為」にあこがれていました。

でも、自己実現のためには表現しかないと思って

いても、実際はモヤモヤとくすぶっているだけで、

無為な時を過ごしていたわけです。

奥田　高校では3年の夏休みまで勉強せず、東京

を目指して突如猛勉強を始め、大学に入ってから

はまた……という、とても振り幅の大きい青春時

代を過ごされたのですね。

荒井　大学4年生か5年生の頃、水俣病訴訟の原

告団の代表だった方が亡くなられたという新聞記

事を読みました。その方のエピソードとして、厚

生労働省の役人と交渉しているとき、長時間の交

渉に疲れた役人が倒れ、ご本人が「ワイが鬼か」

と涙したという話が紹介されていたのです。

　被害者の交渉相手である国の担当者が倒れて、

その方が「自分が悪いのか」という葛藤ややりき

れなさを抱えてしまったと、私は捉えました。

奥田　弱い立場の人が正当な交渉を行っている

にもかかわらず、自分にその責任があるかのよう

に感じてしまったのですね。

荒井　そこで、私は「あなたは鬼ではない。あな

たは悪くない」と、表現したくてもしきれないそ

の人に代わってその思いを「代弁」することこそ

が、表現行為なのではないかと思い至ったのです。

奥田　それまではぼんやりとしていた表現行為

が、くっきりと具体性を帯びて荒井さんの前に現

れてきたのですね。

荒井　そうですね。このとき、弁護士という職業

が突然自分の頭の中に湧き上がってきて、司法試

験の勉強を始めました。

奥田　またしてもと言うか、ついにと言うか、猛

勉強モードに入ったのですね。

荒井　当時の司法試験の合格率は3％以下でし

たが、これを突破したら何とかなると思いました。

ただ、私は法学部生でもなく、一緒に勉強する友

だちもいません。そのうえ、他人から習うことが

嫌いです。

奥田　超難関資格に挑むわりには、けっこう無謀

な感じがします。

荒井　そういう状況ですから、とにかく独学でや

っていこうと考え、最初はやり方が分からないの

で、まずは民法1条から1044条まで、つまり当時の

民法の全文を書き写してみました。でも、これは

違うと気づくわけです。

奥田　はい、私もそんな気がします。

荒井　そこで民法の専門書を読んでいくと、「あ

あ、こういうことか」と、なんとなく全体の意味が

把握できるようになっていきました。もちろん、

初めからすんなり頭の中に入ってきたわけではあ

りませんが、法律は意外と自分の性に合っていた

んです。ある考え方ともう一つの考え方があって、

それぞれに利点と弱点がある。そのうえで、自分

の考え方を固めていく過程が面白く感じられたん

ですね。

奥田　ところで、他人から習うのが嫌いなのはな

ぜですか。

荒井　自分の中で考えをまとめていって、自分な

りに咀嚼したいと思うからです。他人の考えをそ

のまま覚えるのが嫌で、自分自身が納得したいと

いうことですね。

　本で学ぶのはいいのですが、特定の人から習

うのが嫌なんです。もっとも、本も学者や法律家

が書いているわけですから他人から習っていると

も言えますが、著者の写真をカバーに掲載してい

る本は避けました（笑）。 （つづく）
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2025.6.27 ／東京都千代田区のあおい法律事務所にて
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他人から習うのが嫌い
だから独学で司法試験に挑戦

荒井さん率いるあおい法律
事務所の名は、好きなバン
ドのザ・ブルーハーツにち
なんだものだ。このサイン
は、ブルーハーツの甲本ヒ
ロト氏と真島昌利氏が立ち
上げたザ・クロマニヨンズ

がCDデビューする前、小
さなライブハウスでもらっ
たもの。和竿は、穂先が
セミクジラの髭でできた
高級品である。秋が深ま
ると、この竿を携えてカワ
ハギを狙うそうだ。

クロマニヨンズのサインと美しい和竿
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